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審 査 結 果 の 要 旨 
 
 本研究では、甲状腺未分化癌組織と同一患者の血清を用いた抗原抗体反応によりWD 
repeat domain 1 (WDR1) をクローニングした。さらに抗WDR1抗体価を間接的enzyme-linked 
immunosorbent assayにて検討し、甲状腺乳頭癌および甲状腺未分化癌などの甲状腺結節性
病変を検出するためのバイオマーカーとしての有用性を見出した。本論文の内容は、超音
波検査や穿刺吸引細胞診等の熟練を要する検査に依存した甲状腺結節性病変の診断を凌駕
しうる新規の検査方法を提唱するものであり、明らかに学術水準の向上に寄与したことを
認める。 
